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２．診療部の特徴
　入院透析センターでは、急性腎不全の患者、慢性腎不
全による透析導入患者、維持透析中に発症した合併症の
ため入院が必要な患者に対し、18台の血液透析機器お
よび２台の個人用透析機器、計３台の特殊血液浄化機器
を用い、すべて専門スタッフによるチーム診療を行って
いる。年間新規透析導入患者数は県内導入患者総数の２
割を超え、透析導入施設として中核を担っている。一
方、循環器合併症や他の合併症の治療のために入院する
透析患者が透析総数の大部分を占めている。また、劇症
肝炎、重症潰瘍性大腸炎、自己免疫性神経・筋疾患、生
体肝移植患児や血液型不適合腎移植患者に対する特殊血
液浄化療法を行っている。さらに、腹膜透析患者の外来
診療も積極的に行っている。
　2013年１月に開設した外来透析センターは計20床の

外来維持透析患者用の血液透析機器を有し、患者数増加
に合わせ、今後増設予定としている。

・認定施設
日本腎臓学会研修施設
日本透析医学会認定施設

・ 認定医、専門医、指導医
日本内科学会認定内科医 � 長田　太助　他32名
日本内科学会総合内科専門医� 長田　太助　他14名
日本内科学会総合内科指導医� 長田　太助　他12名
日本腎臓学会認定腎臓専門医� 長田　太助　他20名
日本腎臓学会認定指導医� 長田　太助　他６名
日本透析医学会認定専門医� 武藤　重明　他22名
日本透析医学会認定指導医� 武藤　重明　他４名
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� 武藤　重明　他５名
International Society of Nephrology, Active member
� 武藤　重明　他４名

３．実績・クリニカルインディケーター
　入院透析センターでは月・水・金曜日は２クール、
火・水・土曜日は１クールで、血液透析および特殊透析
を行っている。夜間休日も必要に応じ臨時、緊急透析を
腎臓内科宅直医師と宅直臨床工学士により施行している。
　火曜日・木曜日は透析センター内で腹膜透析患者の定
期外来診察を行っている。毎日、血液透析１クール目終
了後、臨床工学士、看護師と共に症例カンファレンスを
行い、効率的で安全に透析ができるように努めている。

血液浄化療法（１月～12月の延べ数)

血液浄化療法総数
（入院透析センター） 5279

血液（濾過）透析 4986
特殊血液浄化 293

病棟出張透析（特殊浄化） 149
緊急透析（特殊浄化） 208

外来透析センター総数 1050
外来腹膜透析総数 367

新規透析導入患者数（１月～12月)

総導入人数 129
　内訳 　

血液透析 117
腹膜透析 12

（２名腹膜透析と血液透析重複あり）
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特殊血液浄化療法（１月～12月の延べ数）

単純血漿交換法 121
二重膜濾過血漿交換法 39
顆粒球吸着法 125
血漿吸着法 4
腹水濃縮 15
LDL吸着法 1
総施行数 343

　血液（濾過）透析施行件数は、例年5,000回前後であ
り、施行件数に大きな変化はなく、大多数は入院患者の
血液透析である。近年の傾向として、同一症例で腎臓及
び透析に関する合併症以外に、悪性腫瘍や他の併存疾患
の治療や手術のために短期間に入退院を繰り返す症例が
増加している。長期入院となり、最終的に当院で死を迎
える症例も少なくない。この傾向が反映されているため
か、新規転入透析患者数は月平均で2004年以降増加傾
向にあり、2012年は57人、本年は66人であった。すな
わち、週15人前後の新規転入と転出が繰り返される状
況にある。
　入院透析患者はその大半が長期透析合併症の治療を目
的とし、心筋梗塞、狭心症、弁膜症、不整脈などの循環
器疾患、消化管出血、肝癌等の消化器・肝臓疾患、脳梗
塞、脳出血等の神経疾患、骨折、脊柱管狭窄症などの運
動器疾患での入院が多い。各科主治医と連絡を取り、各
種治療薬の調節、透析日の調整などを行っている。
　2013年１月～12月の新規透析導入患者は129人で大き
な変動はない。糖尿病性腎症や、腎硬化症による末期腎
不全患者の透析導入数の増加がしていることも全国統計
と一致している。
　特殊血液浄化法の回数は2012年の305回と同等であっ
た。特殊血液浄化法として、膠原病、劇症肝炎に対する
単純血漿交換（PE）、潰瘍性大腸炎や膿疱性乾癬に対す
る顆粒球除去（GCAP）や白血球除去（LCAP）、ギラン
バレー症候群や類天疱瘡などに対する二重膜濾過血漿交
換（DFPP）、重症筋無力症の手術前管理目的に血漿吸着
（IP）、透析アミロイド症に対する直接血液吸着（DHP）
などを行った。本年は、UCに対するGCAP回数が昨年
に比べ増加した。また、小児肝移植例数が増加に伴い、
移植前の血漿交換回数も増加している。こちらは一件ご
とに対象疾患や手法が異なり、専門的知識も要する治療
法であるため、維持透析クリニックで定常的に行われる
血液透析のような業務の効率化を図る事はできない。治
療の質と安全性の確保のために、引き続き専門スタッフ
育成が必要と思われる。

４．事業計画・来年度の目標
１）�2013年１月に「外来透析センター」が西棟別館２
階にオープンし、外来維持透析患者を受け入れるこ
とが可能になった。当院では送迎サービスを提供で

きないため、自力で通院できる当院での血液透析導
入患者を中心に、症例数を増やしていく予定であ
る。一方、「入院透析センター」では、入院患者の
血液透析・特殊血液浄化療法を行うとともに、外来
患者の血液透析導入や外来腹膜透析患者の診療も
行っていく予定である。

２）�わが国の慢性透析患者の約97％は血液透析療法を
受けているが、包括的腎不全治療の理想的全体像か
らは腹膜透析の普及にも努めなければならない。本
県は特に腹膜透析症例数の割合が少なく、医療従事
者への啓発が必要である。腹膜透析は残存腎機能の
保持が期待でき、若年患者では腎移植までの橋渡し
治療法としても有用と考えられ、腎臓外科とも協力
し導入している。さらに「とちまめ会」という、当
センターの医療スタッフによる腎代替療法の患者向
けの集団勉強会も定期的に開催しており、今後も更
なる普及・推進活動を行う予定である。
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